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氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費

友田正彦 ベトナム 28.4.14 ～ 4.18 SEASREP シンポジウムへの参加 先方負担（国際交流
基金アジアセンター）

久米正吾 キルギス 28.4.22 ～ 4.26 モル・ブラク 1 遺跡の発掘調査 科学研究費

友田正彦 ネパール 28.4.22 ～ 4.26 協力協定書署名、現地関係者打合せ、
被災建造物調査等

受託
（文化庁・ネパール）

山田大樹 ネパール 28.4.27 ～ 5.8 調査成果報告会開催、被災建造物調査等 受託
（文化庁・ネパール）

岡田健 アメリカ 28.4.30 ～ 5.9 アメリカの美術館等所蔵の中国仏教造像及び
造像銘の調査

先方負担
（龍谷大学）

石村智
グアム

28.5.21 ～ 5.29
太平洋芸術祭でのワークショップ参加及び準備 受託

（文化庁・大洋州）鈴木絢香 28.5.25 ～ 5.29

山田大樹 ネパール 28.5.28 ～ 6.4 被災建造物応急補強のための準備作業等 受託
（文化庁・ネパール）

友田正彦 ネパール 28.6.13 ～ 6.19 被災建造物応急補強工事実施支援、
専門家会合参加等

受託
（文化庁・ネパール）

亀井伸雄

トルコ 28.6.18 ～ 6.24
壁画の保存状態現地調査 所長裁量（壁画保

存状態現地調査）中山俊介
増渕麻里耶 カッパドキア岩窟教会群壁画の状態調査及び文化

観光省等の訪問 コ 03
前川佳文
加藤雅人

ドイツ

28.7.3 ～ 7.16

ワークショップ
「紙本・絹本文化財の保存と修復」開催 コ 05

小田桃子
28.7.3 ～ 7.17元喜載

後藤里架
山之上理加 28.7.4 ～ 7.8

古澤誠 28.7.6 ～ 7.10 ワークショップ
「紙本・絹本文化財の保存と修復」現地視察

運営交付金
（管理物件費）

石村智 フィリピン 28.7.3 ～ 7.8 「無形文化遺産と災害リスクマネジメント」
事業で実施するフィリピン調査への参加

先方負担
（無形センター）

山田大樹 ネパール 28.7.3 ～ 7.9 被災建造物応急補強工事実施支援等 受託
（文化庁・ネパール）

早川泰弘 中国 28.7.5 ～ 7.8 中国美術館での国際シンポジウム参加 先方負担
（中国美術館）

前川佳文

ミャンマー

28.7.18 ～ 7.29 バ ガ ン 遺 跡 煉瓦造建造物の保存修復に向けた材料
実験及び現地関係者打合せ コ 03鴫原由美

増渕麻里耶 28.7.20 ～ 7.29

友田正彦 28.7.23 ～ 7.29 バ ガ ン 遺 跡 群  調 査及び現地関係者打合せ 、
 マンダレーにおける専門家会合出席 コ 02

中山俊介 28.7.24 ～ 7.29 ミャンマーの文化遺産保護に係る現地視察 所長裁量（壁画保
存状態現地調査）

皿井舞 イタリア 28.7.30 ～ 8.11 「日本仏像展」開催に伴う会場運営業務 先方負担（文化庁）
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氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費
加藤雅人

台湾 28.8.9 ～ 8.13 国際研修「染織品の保存と修復」事業のための協議
コ 05小田桃子

菊池理予

林昌宏 運営交付金
（管理物件費）

二神葉子 モンゴル 28.8.9 ～ 8.15 ハン・ヘンティプロジェクトに係る調査 科学研究費

石村智 キリバス 28.8.16 ～ 8.23 スカイスケープ科研の調査協力 先方負担（南山大
学・科学研究費）

友田正彦
ブータン

28.8.28 ～ 9.3
版築造民家の類型と編年に関する現地調査 科学研究費

亀井伸雄 28.8.28 ～ 9.5
増渕麻里耶 イギリス 28.8.29 ～ 9.7 鉄製品のサンプリング及び文献調査 科学研究費
飯島満

韓国 28.8.29 ～ 8.31 韓国国立無形遺産院との共同研究会への参加 ム 05

菊池理予
今石みぎわ
石村智
二神葉子
久保田裕道

前川佳文 イタリア 28.8.30 ～ 9.16 ポンぺイ及びエルコラーノ遺跡の壁画調査、
現地関係者打合せ 科学研究費

山田大樹
ネパール

28.8.31 ～ 9.11 歴史的集落調査成果報告会開催、
被災建造物調査等

受託
（文化庁・ネパール）友田正彦 28.9.4 ～ 9.9

森井順之 イギリス 28.9.4 ～ 9.10 第13回石の劣化と保存に関する国際会議での発表 ホ 04

橘川英規 ルーマニア 28.9.12 ～ 9.18 2016 EAJRS conference in Bucharest での講演及び
参加

先方負担（日本資
料専門家欧州協会）

小林公治
ポルトガル
スペイン
トルコ

28.9.17 ～ 10.8 各国内での南蛮漆器およびアジア製漆器等の調査
と意見交換 科学研究費

中山俊介
スウェーデン

ドイツ
イギリス

28.9.18 ～ 9.30

近代文化遺産 ( 美術工芸品 ) の保存活用に関する
先進事例調査

受託（文化庁・近
代産業遺産）

北河大次郎 スウェーデン
ドイツ

イギリス
イタリア
ギリシャ

28.9.18 ～ 10.7

受託（文化庁・近
代産業遺産）、
所長裁量（組積造
建造物調査）

石田真弥

前川佳文
ミャンマー 28.9.24 ～ 9.30 バガン考古遺跡群における建造物及び壁画の地震

被害状況調査
コ 03

金善旭 コ 02
友田正彦 アルメニア

イラン 28.9.26 ～ 10.6 アルメニア及びイランにおける協力事業予備調査 コ 02
安倍雅史
佐野千絵

イラン
28.10.1 ～ 10.6 イランにおける協力事業予備調査 コ 02

山田大樹 28.10.1 ～ 10.14 イランにおける協力事業予備調査 / 町並み保存に
関する調査

コ 02、
科学研究費

石村智
ネパール 28.10.4 ～ 10.9 カトマンズ・コカナにおける無形文化遺産 ( 祭礼 )

の調査
受託

（文化庁・ネパール）久保田裕道

５
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氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費

山梨絵美子 アメリカ 28.10.15 ～ 10.19 招へい者グッド長橋広行氏（ピッツバーグ大学図書館）
への現地ヒアリングならびにセミナー講師

先方負担（JAL2016
実行委員会）

二神葉子 イタリア
フランス 28.10.17 ～ 10.28 文化財防災に関する調査

第40回世界遺産委員会継続審議出席

科学研究費、
所長裁量

（世界遺産継続審議）

鈴木絢香 フランス 28.10.22 ～ 10.30 第40回世界遺産委員会継続審議出席及び近代文化
遺産の調査

所長裁量
（世界遺産継続審議）

中山俊介 フランス
トルコ 28.10.22 ～ 11.5 第40回世界遺産委員会継続審議出席及び近代文化

遺産の調査 / 壁画保存事業に関する打合せ
所長裁量

（世界遺産継続審議）

友田正彦 タイ 28.10.18 ～ 10.22 ユネスコ主催「世界遺産サイトにおける煉瓦造遺
跡の保存に関する国際シンポジウム」出席

先方負担
（ユネスコ）

石村智 フィジー 28.10.22 ～ 10.30 「無形文化遺産と災害リスクマネジメント」事業
で実施するフィジー調査への参加

先方負担（無形セ
ンター）、受託（文
化庁・大洋州）

増渕麻里耶
トルコ

28.10.25 ～ 11.14 鉄製品の調査及び壁画の保存管理体制についての
調査

コ 03、
科学研究費

前川佳文 28.10.29 ～ 11.14 壁画の保存管理体制についての調査 コ 03
北河大次郎

ミャンマー

28.10.25 ～ 10.30

バガン考古遺跡群における建造物の地震被害調査 受託
（文化庁・ミャンマー）

友田正彦 28.10.25 ～ 11.3
金善旭 28.10.27 ～ 11.3
マルティネス
アレハンドロ 28.10.27 ～ 11.6

皿井舞 イタリア 28.10.27 ～ 10.31 7th International Conference of Art Libraries への
参加 シ 01

川野邊渉 イタリア 28.11.7 ～ 11.12 ICCROM 理事会出席 先方負担
（文化庁）

中村恵

メキシコ

28.11.7 ～ 11.14

国際研修
「ラテンアメリカにおける紙の保存と修復」の開催

運営交付金
（管理物件費）

中山俊介

コ 05
加藤雅人

28.11.7 ～ 11.19
小田桃子
元喜載 28.11.7 ～ 11.27

久保田裕道 韓国 28.11.18 ～ 11.20
済州チルモリ堂燃燈グッ保存会が開催する国際会
議「国家重要無形文化財済州チルモリ堂燃燈グッ
の発展方向と課題」への参加

先方負担
（済州チルモリ堂燃

燈グッ保存会）

山田大樹

ネパール

28.11.23 ～ 12.6
歴史的集落の保全に関する会議開催、
被災建造物調査等

受託
（文化庁・ネパール）友田正彦

28.11.25 ～ 12.2
金善旭

亀井伸雄 27.11.26 ～ 12.2 歴史的集落の保全に関する会議における講演及び
現地視察 コ 02

中山俊介

ドイツ

28.11.27 ～ 12.5

ワークショップ「漆工品の保存と修復」の開催 コ 05
鴫原由美

28.11.27 ～ 12.14
後藤里架
江村知子 28.12.2 ～ 12.9
山梨絵美子 28.12.7 ～ 12.14

職員の海外渡航
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氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費
前川佳文

イタリア
28.11.28 ～ 12.11 ポンぺイ及びエルコラーノ遺跡の壁画調査、

現地関係者打合せ 科学研究費
増渕麻里耶 28.12.4 ～ 12.11
石村智 カンボジア 28.12.10 ～ 12.15 ポスト・アンコール期遺跡の調査 科学研究費

久保田裕道 ベトナム 28.12.14 ～ 12.21 「無形文化遺産と災害リスクマネジメント」事業
で実施するベトナム調査への参加

先方負担
（無形センター）

安倍雅史 イラン 28.12.20 ～ 12.27 国立博物館所蔵資料の分析 科学研究費
森井順之 ネパール 28.12.24 ～ 12.28 歴史的建造物の常時微動測定、劣化状態調査 科学研究費

前川佳文 エジプト 28.12.27 ～ 1.6 ルクソール西岸コンスウエムへヴ墓壁画の保存修
復に向けた材料研究及び現地調査 科学研究費

山田大樹 イラン 29.1.1 ～ 1.11
イラン歴史的建造物保存シンポジウム出席、タブ
リーズ • イスラーム芸術大学における講義、マシュ
ハド歴史的地区における都市計画的調査

科学研究費

安倍雅史 バーレーン 29.1.5 ～ 1.31 ワ ー デ ィ ー ・ ア ッ ＝ サ イ ル 古 墳 群 の 発 掘 調 査 科学研究費

岡田健 中国 29.1.10 ～ 1.17 敦 煌 研 究 院 保 護 研 究 所 共 同 研 究 室 の 廃 止 に と も な 
う 整 理 作 業 、 情 報 収 集 

所長裁量経費（敦
煌研究院保護研究所）

マルティネス
アレハンドロ カンボジア

29.1.22 ～ 1.29 タ ネ イ 遺 跡 保 存 整 備 計 画 策 定 の た め の ワ ー ク シ ョ ッ 
プ 開 催 及 び ア ン コ ー ル 国 際 調 整 委 員 会 会 合 出 席 コ 02

友田正彦 29.1.23 ～ 1.29
早川典子

ミャンマー

29.2.5 ～ 2.9 漆 工 品 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開催 ホ 05
山府木碧

鴫原由美 29.2.5 ～ 2.21 漆 工 品 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開催及び
バガン遺跡壁画群の 調 査 コ 03

前川佳文 29.2.5 ～ 2.28 バ ガ ン 遺 跡 煉瓦造建造物の保存修復に向けた材料
実験及び現地関係者打合せ

コ 03、受託（文
化庁・ミャンマー）

二神葉子 イタリア 29.2.12 ～ 2.16 文化財カタログに関する聞き取り調査 コ 01
津田徹英

イギリス 29.2.13 ～ 2.18 欧文日本美術関係文献入力に関する協議・講演 シ 01
塩谷純

亀井伸雄 イギリス /
イタリア 29.2.14 ～ 2.22 欧文日本美術関係文献入力に関する協議・講演   他 運営交付金

（管理物件費）

橘川英規 アメリカ 29.2.13 ～ 2.20 ア ー カ イ ブ 視 察、T h e   C o l l e g e   A r t   A s s o c i a t i o n :   A n n u a l   
C o n f e r e n c e への参 加   他 科学研究費

友田正彦 ネパール 29.2.14 ～ 2.19 被災建造物調査、現地関係者打合せ等 受託
（文化庁・ネパール）

加藤雅人
ドイツ

29.2.27 ～ 3.3
日 本 絵 画 作 品 の 調 査 コ 04元喜載

江村知子 29.2.27 ～ 3.4
亀井伸雄

ブータン

29.3.4 ～ 3.10

版築造民家の類型と編年に関する現地調査 科学研究費友田正彦 29.3.4 ～ 3.14
マルティネス　
アレハンドロ 29.3.7 ～ 3.14

中山俊介
アメリカ 29.3.5 ～ 3.16 近代産業遺産の保存活用に関する現地調査 受託（文化庁・近

代産業遺産）北河大次郎
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氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費

皿井舞 アメリカ 29.3.9 ～ 3.17 日本美術史に関する国際大学院生会議の委員とし
て当該会議への出席

先方負担
（鹿島美術財団助成

金・日米友好基金）

山梨絵美子 アメリカ 29.3.19 ～ 3.23 矢 代 幸 雄 ・ バ ー ナ ー ド ・ ベ レ ン ソ ン 関 係 資 料 調 査 科学研究費

橘川英規 アメリカ 29.3.19 ～ 3.24 ゲッティ研究所と の 「 日 本 美 術 の 共 同 研 究 推 進 に 
関 す る 協 定 」 に 関 す る 打 合 せ 及 び 関 連 施 設 視 察 シ 01

加藤雅人
アメリカ 29.3.21 ～ 3.24 日 本 絵 画 作 品 の 調 査 コ 04江村知子

元喜載

職員の海外渡航

派  遣  期  間 氏　　名 所　　属 用　務　地 経　　費

派遣理由：太平洋芸術祭でのワークショップ参加及び準備
28.5.20 ～ 6.6 Elia Nakoro フィジー博物館

グアム 受託（文化
庁・大洋州）

28.5.21 ～ 5.29 Mario Benito ポロワット島伝統航海師

28.5.22 ～ 5.30 Luke Vaikawi ヴァカ・タウマコ・プロジェクト

28.5.23 ～ 5.29 Peter Nuttall 南太平洋大学

28.5.24 ～ 5.29 Marianne George ヴァカ・タウマコ・プロジェクト

派遣理由：ワークショップ「紙本・絹本文化財の保存と修復」開催

28.7.4 ～ 7.17 王　瓊霞 国立台湾師範大学
ベルリン コ 05

28.7.5 ～ 7.9 楠　京子 大英博物館

派遣理由：バ ガ ン 遺 跡 煉瓦造建造物の保存修復に向けた材料実験及び現地関係者打合せ
28.7.17 ～ 7.26 Daniele Angellotto フィレンツェ国立修復研究所 バガン考古遺跡群 コ 03

派遣理由：ポンぺイ及びエルコラーノ遺跡の壁画調査及び現地関係者打合せ
28.9.2 ～ 9.4 Stefania Franceschini 保存修復 S.F ポンペイ 科学研究費

派遣理由：カッパドキアでの意見交換会の調整及び通訳

28.11.2 ～ 11.5 Serap Özdemir ガーズィ大学芸術学部文化財保存修復学科 カッパドキア
岩窟教会群 コ 03

派遣理由：ワークショップ「漆工品の保存と修復」における講師

28.11.27 ～ 12.13 Balázs Lencz ハンガリー国立博物館 ケルン市博物館
東洋美術館 コ 05

平成28年度における国外から国外への派遣申請については下記のとおりである。
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５
……研
究
交
流

派  遣  期  間 氏　　名 国　　籍 所　　　　属 経　　費

招へい理由：「ラテンアメリカにおける紙の保存と修復」にかかる技術移転及び研究

28.3.7 ～ 6.29 Anna Dalila Terrazas 
Santillán メキシコ

メキシコ文化省国立人類学歴史機構　国立文
化遺産保存修復調整機関   グラフィックアー
ト・文書部門保存修復技術者

コ 05

招へい理由：国際研修「紙の保存と修復」への参加

28.8.28 ～ 9.17
Anna Dymarek ポーランド ブィドゴシュチュ国立公文書館　

公文書保存修復技術者

コ 05

Iva Gobić Vitolović クロアチア リエカ国立公文書館　
保存修復技術部長

28.8.28 ～ 9.17

Signe Hjerrid 
Smedemark デンマーク アウルトニ・マグヌッソンアイスランド学術

機構　保存修復技術者

Aušra Čiuladienė リトアニア リトアニア科学アカデミー
ヴルブレフスキ図書館　修復技術者

Seon-Hwa Jeong 韓国 韓国国立文化財研究所　文化財保存科学セン
ター紙保存修復技術者

Laura Mirebeau フランス
ニュージーランド国立図書館　テ・プナ・マ
タウランガ / アレクサンダー・ターンブル図
書館　本および紙保存修復技術者

Sara Moheieldin 
Noureldin Moheieldin エジプト エジプト考古省　

エジプト考古学博物館　紙保存修復技術者
Clara Maria Prieto De 
La Fuente スペイン マドリード文化財保存修復学校　

紙本および写真保存修復技術学教授

Estelle Van Geyts ベルギー ブリュッセル　ラカンブル国立美術学校　
紙本保存修復技術学教授

Tendi Wangmo ブータン ブータン国立博物館　保存修復技術者補佐

招へい理由：文化遺産国際協力コンソーシアム設立10周年記念「文化遺産からつながる未来」（シンポジウム）及び
特別講演会「ミャンマーにおける文化遺産保護の現況と課題」での講演

28.9.23 ～ 9.28 Nyunt Han ミャンマー 東南アジア教育大臣機構
考古学・美術センター上級研究員

受託（文化庁・
コンソーシアム）

招へい理由：中国壁画の保護に関する日中共同研究
28.11.10 ～ 11.28 武　發思 中国 敦煌研究員保護研究所副研究館員 セ 06

招へい理由：「シリア内戦と文化遺産」シンポジウムへの参加

28.11.17 ～ 11.26
Bartosz Markowski ポーランド ユネスコ・シリア文化遺産

緊急保護プロジェクト専門家

受託
（文化庁・シリア)

Robert Zukowski ポーランド ポーランド科学アカデミー
考古学・民俗学研究所　研究員

28.11.18 ～ 11.25 Hammam Saad シリア（在
フランス）

パリ・ソルボンヌ大学
地中海世界宗教社会高等研究所　研究員

28.11.19 ～ 11.24 Nada al Hassan レバノン（在
フランス）

ユネスコ世界遺産センター　
アラブ諸国ユニット主任

２．招へい研究員等

平成 28 年度における海外からの招へいについては、下記のとおりである。
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２
……招
へ
い
研
究
員
等

招へい研究員等

派  遣  期  間 氏　　名 国　　籍 所　　　　属 経　　費

招へい理由：研究会「考古学的知見から読み取る大陸部東南アジアの古代木造建築」への参加

29.2.12 ～ 2.16

Tran Ky Phuong ベトナム ベトナム少数民族文化芸術協会　特別研究員

コ 02

Chhay Rachna カンボジア
アンコール地域保存整備機構・アンコール調
査記録国際センター　
アンコール陶磁器研究室室長

Phusi Nattaya タイ 文化省芸術局・スコータイ第 6 事務所　
考古学専門官

Zaw Myo Kyaw ミャンマー 宗教文化省・考古国立博物館局　
発掘・遺物・碑文部副部長

招へい理由：公開研究会「南蛮漆器の多源性を探る」パネリストおよび国内調査

29.2.28 ～ 3.16 Christine Guth アメリカ ヴィクトリア＆アルバート美術館　
シニア・リサーチ・フェロー シ 04

29.3.1 ～ 3.23 Ulrike Körber ドイツ ポルトガル・エヴォラ大学

招へい理由：在外日本古美術品保存修復協力事業

29.3.5 ～ 3.11 Marta Weronika 
Winiarczyk ポーランド National Museum in Krakow　

紙保存修復技術者助手 コ 04

招へい理由：歴史的集落 / 地区の保存とマネジメントに関する研修への参加

29.3.5 ～ 3.12

Bijaya Krishna Shrestha

ネパール

クオパ工科大学大学院
都市デザイン・修復学科 教授

コ 02

Suresh Suras Shrestha 文化観光民間航空省・考古局　世界遺産課長
Barsha Shrestha カリャビナヤ市　主任建築士
Krishna Bhola Maharjan キルティプル市　主任技術者
Prem Kumar Somname パナウティ市　都市開発計画課長・主任技術者
Bal Krishna Manandhar シャンカラプール市文化遺産課　主任技術者
Ram Govinda Shrestha バクタプル市 文化遺産課長
Chandra Shova Shakya ラリトプル副首都庁　遺産文化考古保存課長

招へい理由：文化財目録に関する調査研究

29.3.13 ～ 3.16
Kittiporn Chaiboon

タイ

文化省文化振興局文化研究所
研究発展部長・上級専門級文化担当官 シ 05

Sukanya Yensuk 文化省文化振興局
無形文化遺産保護部長・専門級文化担当官 先方負担

招へい理由：「カヌー文化研究会」への参加

29.3.20 ～ 3.25

Peter Nuttall

フィジー

南太平洋大学 PaCE-SD 研究所研究員

受託（文化庁・
大洋州）

Kaiafa Ledua 南太平洋大学研究協力者
Alison Newell 南太平洋大学 PaCE-SD 研究所研究員
Samual Nuttall 南太平洋大学 PaCE-SD 研究所研究協力者

招へい理由：「イラン文化遺産セミナー｣ での講演

29.3.27～4.1

Mohammad Hassan 
Talebian

イラン
イラン文化遺産手工芸観光庁次官

コ 02
Seyed Mohammad 
Beheshti イラン文化遺産観光研究所所長
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日　程 来　訪　者 国籍 所　　属　　等 目　　的
28.9.5 Reynaldo S. Lita フィリピン フィリピン国家歴史委員会　歴史保存課長 表敬訪問

28.11.18
Robert Zukowski

ポーランド
ポーランド科学アカデミー
考古学・民族学研究所 研究員 表敬訪問、

施設見学
Bartosz Markowski 保存修復家

28.11.28

Alvin Tan

シンガポール

シンガポール国家遺産庁
最高執行官（政策・コミュニティ担当）補佐

表敬訪問、
協議、
施設見学

Marshall Penafort シンガポール国家遺産庁
マネージャー（遺産研究・評価担当）

Joanna Toh シンガポール文化社会青年省
マネージャー（芸術・遺産部門）

29.3.11

Bijaya Krishna Shrestha

ネパール

クオパ工科大学大学院
都市デザイン • 修復学科 教授

表敬訪問、
研修会

Suresh Suras Shrestha 文化観光民間航空省考古局
世界遺産課長

Barsha Shrestha カリャビナヤ市 主任建築士

Krishna Bhola Maharjan キルティプル市 主任技術者

Prem Kumar Somname パナウティ市　
都市開発計画課長・主任技術者

Bal Krishna Manandhar シャンカラプール市 文化遺産課 主任技術者
Ram Govinda Shrestha バクタプル市 文化遺産課長

Chandra Shova Shakya ラリトプル副首都庁　
遺産文化考古保存課長

29.3.27

Chung May Khuen シンガポール シンガポール
国立遺産保護センター (HCC)  副センター長

表敬訪問、
施設見学

Hanna M. 
Szczepanowska アメリカ シンガポール

国立遺産保護センター (HCC)  主任保存科学者

Chen Zhihui Adeline シンガポール シンガポール
国立遺産保護センター (HCC)  レジスター

29.3.29

Mohammad Hassan 
Talebian

イラン
イラン文化遺産手工芸観光庁次官

表敬訪問、
協定書署名Seyed Mohammad 

Beheshti イラン文化遺産観光研究所所長

⑵　表敬訪問ほか

来訪期間 氏　名 国　籍 所　　　　属 備　　　考

28.7.9～30.7.8 山村みどり アメリカ フォーダム大学 平成 28 年度日本学術振興会外国人研究
者招へい事業外国人特別研究員（推薦）

28.12.12～29.3.31 Magdalena Maria 
Kozar ポーランド ドレスデン国立美

術館陶磁器資料館
自己負担（ただし、研究に係る費用について
は在外日本古美術品保存修復協力事業）

３．海外研究者等の来訪

⑴　来訪研究員

５
……研
究
交
流
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日　程 来訪者及び視察者等 備　　考
28.6.20 一般社団法人日本分析機器工業会 15 名 施設見学
28.6.24 国際交流基金平成 28 年度中央アジアシンポジウム招へい者 15 名 施設見学
28.8.31 「みんなでまもる文化財みんなをまもるミュージアム」事業実行委員会 11 名 施設見学
28.9.14 ICCROM 国際研修「紙の保存と修復」研修生 10 名、通訳 1 名 研修・施設見学
28.9.21 金沢美術工芸大学芸術学専攻 2 年生 15 名、引率教員 2 名 施設見学
28.9.26 文化遺産国際協力コンソーシアム特別講演会登壇者２名 施設見学
28.11.7 株式会社乃村工藝社 23 名 施設見学
28.11.17 文化庁美術工芸品修理技術者講習会 32 名 施設見学
28.12.5 共立女子大学家政学部 2 名 施設見学
29.1.13 牧園大學校微生物ナノ素材学科 3 年生 8 名 施設見学

29.2.13
公益財団法人文化財建造物保存技術協会 6 名、公益財団法人和歌山県文化財
センター 1 名、京都府 1 名、株式会社文化財保存計画協会 1 名、財団法人京
都伝統建築技術協会 1 名

施設見学

29.3.27 凸版印刷株式会社 2 名 施設見学

４．主要来訪者、施設見学

主要来訪者・施設見学

４
……主
要
来
訪
者、

施
設
見
学


